
令和２年（2020 年）１０月８日

交通対策調査特別委員会

都 市 基 盤 部 交 通 政 策 課

自治体間の広域連携を活用したシェアサイクルについて

自治体間の広域連携を活用したシェアサイクルについて、現時点での配備状況と利用実績

を取りまとめたので、以下のとおり報告する。

１ 配備状況及び利用実績

（１）サイクルポート設置箇所数 １５箇所（10月１日時点）詳細は別紙１のとおり

（２）データの集計期間 ７月２０日から７月３１日までの１２日間

（３）利用実績 別紙２のとおり

２ 今後の課題

（１）運用上の課題

各サイクルポートにおいて、貸出・返却割合の差による自転車の集積、バッテリー切

れに伴う使用不能な自転車の集積が見られるため、再配置及びバッテリー交換を強化す

る必要がある。

（２）事業展開上の課題

サイクルポートが少ない地域に設置を進め、シェアサイクルの利用エリアを拡大する

とともに、今後のシェアサイクルの利用状況を踏まえて、適正台数を検証していく必要

がある。



別紙１

図 サイクルポート設置箇所（令和２年 10 月１日時点）

開
始
当
初
ポ
ー
ト




